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   Seven cases of primary ureteral tumors treated at Nagaoka Koseiren Chuo General 
Hospital in 1983 were reviewed retrospectively. 
   The incidence of primary ureteral tumors among the out-patients in the urologic clinic 
of the hospital was 0.22% and the incidence among the in-patients was 1.65%. The patient's 
age ranged from 45 to 83 years (average: 59.14 years old). The ratio of male to female 
was 2.5: 1.0. The left ureter and the lower third of the ureter were involved more 
frequently than the others. The most common symptom was colicky flank pain (57% of the 
cases), which was followed by macroscopic hematuria. On IVP, 5 of the 7 cases showed a 
non-functioning kidney or hydronephrosis, but the others showed filling defects in the ureteral 
lumen without hydronephrosis. Diagnostic accuracy of CT was 14.3%. Diagnostic accuracy 
of urine cytology was 42.9% and the false negative rate was the same. Six of the 7 cases 
underwent otal nephroureterectomy with bladder cuff excision. The higher the grade and 
stage of the tumor, the poorer the prognosis tended to be. 




















3.患側 ・部位:左が5例,右 が2例 で,部 位は下


























10.病理 組織学的 所見=7例 すべてが移行 上皮癌
で,1例 は扁平上皮化生をともなっていた.gradeお




は3例 でpT3a,pT3b,pT4が 各1例 づ っ で あ り・














































































































































































2)gradeと予 後=grade1,2の3例 は す べ て 生
存 して い るが,grade3は4例 中3例 が 初 診 後1年 以
内に 死 亡 して お り,残 りの1例 も リ ンパ 節 転移 を認 め
た(Tab!e3,6).
11.術後 補 助療 法:7例 中6例 にLinacX線50
Gy/5週 の術 後 照 射 を お こな った がhlghstage群3
例 の うち2例(pT4NIM1,pTxNXM1)は 死亡
し,1例(pT3aNlMo)は 生 存 して い た,low
stage群の3例 は 生存 し てい た が,照 射 非 施 行例(pT
3bNXMI)は 術 後11ヵ月 で 死亡 した.そ の他 の補
助療 法 と して は,Neocarzinostatin,Cyclophospha・
mide,Vincristine,FT-207およびOK-432を 投 与
した.結 局,highgrade,highstageほど予 後 が悪
か った(Table3,5,6).
12.他の尿路 上皮 性 腫 瘍 の 合 併=腎 孟 へ の浸 潤 を1
例 に認 め た が,他 に は合 併 しな か っ た.
な お,術 後 のTNM分 類 のNに つ い て は,病 理
組 織 学 的 に リ ンパ節 転 移 を 認 め る もの をNI,そ れ 以

















いっぽう,発 生 部位に ついては 自験例では下部が5











































治療=手 術は大腿骨転移を主訴とした1例 を除 く全
例に腎尿管全摘除術兼膀胱部分切除術をおこなった。
尿管腫瘍の手術療法については,最 近はhighstage


























発性尿管腫瘍7例に ついて,臨 床的 観察を おこなっ


























1)日 本 泌尿 器 科 学 会 ・日本 病 理 学 会編:膀 胱 癌 取 扱
い規 約.第1版:68～70,金 原 出版,東 京,1980
2)荒 木 博孝 ・三 品 輝 男 ・都 田 慶一 ・藤 原 光 文 ・小 林
徳 朗 ・渡 辺 決 ・古 沢 太 郎 ・岡 村 和 弘:原 発 性 尿










5)深 津 英 捷 ・和 氣 正 史 ・羽 田 野 幸 夫 ・平 吉親 輔 ・菊
地 淑 恵 ・村松 直 ・山 田芳 彰 ・西 川 英 二 ・佐 藤 孝
充 ・本 多 靖 明 ・瀬 川 昭夫:原 発 性 尿 管 腫 瘍 の臨 床
的 観 察.泌 尿 紀 要30:759～765,1983
武田・ほか:原発性尿管腫瘍 ・臨床的観察
6)鈴 木康 義 ・棚 橋 善 克 ・千 葉隆 一 ・箱 崎 半 道:尿 管




8)有 馬 公伸 ・山崎 義 久 ・西 井正 治 ・堀 夏 樹 ・杉 村
芳 樹 ・田島 和 洋 。多 田 茂 ・加藤 広 海:原 発 性 尿
管 癌24例 の臨 床 的 観 察.泌 尿 紀 要29;1019～
1025}1983
9)平 松 侃 ・伊 集 院真 澄 ・平 尾 佳 彦 ・小 原 壮 一 ・塩
見 努 ・馬場 谷 勝 廣 ・肱 岡 隆 ・橋 本 雅 善 ・丸 山
良 夫 ・末 盛 毅 ・岡村 清 ・金 子佳 照 ・堀 井 康 弘
・守屋 昭 ・岡 島 英五 郎=上 部 尿 路 上皮 性 腫 瘍 の




11)外川 八 洲雄 ・平 岩 三 雄 ・青 島茂 雄 ・渡 辺 学 ・佐
藤 昭 太郎t:新潟 大 学 泌 尿 器科 入 院患 者15年間 の統
計 総 括,新 潟 大 学 泌 尿 器科 入 院 患 者 統 計(昭 和38














15)高橋信 次=図 解 コ ン ピ ュー タ断 層 法(改 訂新 版),
61～62,秀潤社,東 京,1981
ユ6)斉藤 雅人 ・渡 辺 決 ・大 江 宏 ・田 中重 喜 ・板 倉
康 啓 ・伊 達 成 基:実 時 間表 示 装 置 を用 いた 超 音 波
穿 刺 術 の 泌尿 器 科 領 域に おけ る臨 床応 用.日 泌 尿
会 誌70:46～52,1979
1557
17)斉藤 雅 人 ・渡辺 決 ・大 江 宏 ・田中 重 喜 ・痺 倉
康 啓 ・伊 達 成 基:超 音 波 実時 間 ガ イ ド法 に よ る経
皮 的 腎 孟 造影 法.日 泌 尿 会 誌70:ユ203～1209,
1979
18)内田 睦 ・斉藤 雅 人 ・渡辺 決:超 音波 穿刺 術 を
用 い た経 皮 的 腎 孟 造影 に よや犀 管 腫瘍 の診 断 西
日泌 尿44:737～741,1982
19)早川 正 道:上 部 尿 路 上皮 性 腫 瘍 の臨床 的 な らび に
細 胞学 的 研 究,第i編,上 部 尿 路 上皮 性腫 瘍 の細
胞 学 的悪 性 度 ・浸 潤度 ・早 期 診 断 と 予後 の検 討.
日泌 尿 会 誌69二1422～1431,1978
20)早川 正 道:上 部 尿 路 上皮 性 腫 瘍 の臨 床 的 な らびに
細 胞 学 的 研 究,第2編,iBrushing法に よる上 部














24)招沢和夫 ・柿崎 弘 ・高見沢昭彦 ・久保田洋子 ・
ト
鈴 木 験 二:啓 孟 尿 管 腫 瘍 に お け る 術 後 化学 療 法 の
検 討.癌 と化学 療 法11;1501～1505,1984
25)阿部 裕 行 ・戸 塚 一 彦 ・中 島 均 ・秋 本 成 太 ・川 井
博:進 行性 尿管 腫 瘍 に対 す るplatinum製 剤 の
効 果.臨 泌33:997～1000,1979
26)BabaianRJ、JohnsonDJandchanRc:
℃ombinationnephroureterectomyandpos-
toperativeradiotherapyforinfiltrative
ureteralcarcinoma.IntJRadiatOncolBiol
Phys6:1229～1232,1980
(1985年1月31日受 付)
